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凡

　例

1
　
こ
こ
に
は
、
国
士
舘
史
編
纂
の
た
め
に
調
査
収
集
し
た
資
料
の
う
ち
か
ら
、
翻
刻
・
校
訂
と
補
註
が
終
了
し
、
重
要
度
が
高
い
も

の
を
順
次
紹
介
す
る
。

2
　
資
料
名
の
下
に
（
　
　
）
で
原
所
蔵
を
略
記
し
た
。

3
　
誤
記
に
つ
い
て
は
（
　
　
）
で
訂
正
し
た
。

4
　
資
料
の
翻
刻
・
校
訂
は
、
国
士
舘
史
資
料
室
収
蔵
の
原
本
に
よ
っ
た
。

国
士
舘
史
関
係
資
料
の
翻
刻
な
ら
び
に
補
註
　
第
九
巻
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昭
和
三
七
年
九
月
　
国
士
舘
大
学
工
学
部
機
械
工
学
科
・
電
気
工
学
科
設
置
認
可
申
請
書
［
抄
］（
総
務
部
保
管

資
料
）

（
表
紙
）

「
昭
和
三
十
七
年
九
月

国
士
舘
大
学
工
学
部＊ 
機 

械 

工 

学 

科

電
気
工
学
科 

設
置
認
可
申
請
書

　
　
　
　
　
　
　
　
学
校
法
人
　
国
　
　
士
　
　
舘
」

国
士
舘
大
学
工
学
部 

機 

械 

工 
学 
科

電
気
工
学
科 

設
置
認
可
申
請
書

こ
の
た
び
国
士
舘
大
学
工
学
部 

機 

械 

工 
学 
科

電
気
工
学
科 
を
設
置
し
た
い
の
で
、
学
校
教
育
法
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
認
可
く
だ

さ
る
よ
う
別
紙
書
類
を
添
え
て
申
請
し
ま
す
。

昭
和
三
十
七
年
九
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
設
置
者

　
　
　
　
　
学
校
法
人
国
士
舘
理
事
長
　
柴
田
徳（
德
）次
郎

文
部
大
臣
　
荒
木
万
寿
夫
殿
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書
類
目
次

　
一
、
設
置
要
綱（
項
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五

　
二
、
学
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
九

　
三
、
学
部
及
び
学
科
別
学
科
目
又
は
講
座
に
関
す
る
書
類
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六
七

　
四
、
履
修
方
法
及
び
卒
業
の
要
件
に
関
す
る
書
類
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
七
七

　
五
、
職
員
組
織
に
関
す
る
書
類
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
九
一

　
六
、
校
地
等
に
関
す
る
書
類
（
図
面
添
付
）
�……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八
八
七

　
七
、
校
舎
等
の
建
物
に
関
す
る
書
類
（
図
面
添
付
）
�……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八
九
一

　
八
、
設
備
概
要
に
関
す
る
書
類
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
九
〇
九

　
九
、
設
置
者
に
関
す
る
書
類
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
九
七
一

　
十
、
経
費
及
び
維
持
方
法
を
記
載
し
た
書
類
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
、〇
九
五

十
一
、
学
校
法
人
が
現
に
設
置
し
て
い
る
学
校
の
現
況
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
、三
四
七

十
二
、
将
来
の
計
画
を
記
載
し
た
書
類
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
、三
九
一

「（
内
表
紙
）

一
、
設
置
要
項
」
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設
置
要
項

事
　
　
　
項

記
　
　
　
　
　
　
　
入
　
　
　
　
　
　
　
欄

備
　
　
　
考

設
　

置
　

者

学
校
法
人
　
国
士
舘
理
事
長
　
柴
田
徳（

德
）次
郎

目
的
ま
た
は
事
由

　
本
学
は
、
教
育
基
本
法
及
び
学
校
教
育
法
に
則
り
、
大
学
と
し
て
広
く
知
識
を
授
け
る
と
と
も

に
、
工
学
に
関
す
る
高
等
の
理
論
と
そ
の
応
用
を
教
授
並
に
攻
究
し
、
社
会
人
と
し
て
の
良
識
と

工
学
専
門
技
術
に
対
す
る
適
正
な
理
論
と
判
断
を
有
す
る
健
康
に
し
て
人
格
高
き
国
家
社
会
の
有

用
な
る
指
導
的
人
物
を
育
成
し
、
以
っ
て
世
界
文
化
の
進
展
と
吾
が
産
業
界
・
実
業
界
・
教
育
界

等
に
寄
与
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

名
　
　
　

称

国
士
舘
大
学
工
学
部 

機 

械 

工 

学 

科

電
気
工
学
科

位
　
　
　

置

東
京
都
世
田
谷
区
世
田
谷
一
丁
目
一
、〇
〇
六
番
地

事
　
　
　
項

記
　
　
　
　
　
入
　
　
　
　
　
欄

備
　
　
　
　
　
考

学
部
・
学
科
等
の

名
称
な
ら
び
に
修

業
年
限
・
学
士
号

等
お
よ
び
学
生
定

員

学
部
・
学
科
等
の
名
称

修
業
年
限

学
士
号
等

入
学
定
員

収
容
定
員

工
　
学
　
部

機�

械�

工�

学�

科

電�

気�

工�

学�

科

四
　
年

四
　
年

工

学

士

工

学

士

四
〇

四
〇

一
六
〇

一
六
〇

（
既
設
）

〔
略
　
以
下
既
設
学
部
〕
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授
業
科
目
の
概
要

学
部
・
学
科
等
の
名
称

授
　
業
　
科
　
目

単
　
位
　
数

必
修

選
択

自
由

工
学
部

機
械
工
学
科

一
般
教
育
科
目

　
〃

電
気
工
学
科

人
文
科
学
系

哲
　
　
　

学

四

倫
　

理
　

学

四

歴
　
　
　

史

四

地
　
　
　

理

四

文
　
　
　

学

四

社
会
科
学
系

法
　
　
　

学

四

（
憲
法
を
含
む
）

政
　

治
　

学

四

経
　

済
　

学

四

社
　

会
　

学

四

心
　

理
　

学

四

自
然
科
学
系

数
学
Ⅰ
　
幾
何
代
数 
四

数
学
Ⅱ
　
微
分
積
分 

��
��

��
��
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物
理
学
　
講
義

実
験 

四

化
　

学
　 

〃   

四

地
　
　
　

学

四

生
　

物
　

学

四

統
　

計
　

学

四

外
国
語
科
目

英
　
　
　

語

八

独
　

逸
　

語

四

四

保
健
体
育
科
目

講
　
　
　

義

二

実
　
　
　

技

二

機
械
工
学
科

専
門
教
育
科
目

応�
用�

数�

学

八

材�

料�
力�

学

六

材
料
試
験
法

二

塑
　

性
　

学

二

工
業
熱
力
学

六

蒸�

気�

動�

力

四

��
��

��
��
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内�

燃�

機�

関

四

水
　

力
　

学

四

水�

力�

機�

械

二

流�

体�

力�

学

二

機
械
製
作
法

八

塑
性
加
工
、
鋳
造
、
初
削
、
熔
接

工�

作�

機�

械

二

機�

械�

力�

学

四

機
　

構
　

学

四

機�

械�

設�

計

六

図
　
　
　

学

二

製
　
　
　

図

四

機�
械�

実�

験

四

工�
作�

実�

習

二

卒
業
計
画
及
び
論
文

六

金
属
材
料
学

八

電�

気�

工�

学

四

電
気
工
学
実
験

一

振
　

動
　

学

二
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自�

動�

制�

御

二

空�

気�

機�

械

二

冷
凍
及
び
空
気
調
和

二

車�

輌�

工�

学

二

自
動
車
工
学

二

繊�

維�

工�

学

二

生�

産�

工�

学

二

化�

学�

工�

学

四

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
及
び

航
空
原
動
機

二

工�

業�

計�

測

四

電
気
工
学
科

専
門
教
育
科
目

数
　
　
　

学

八

電
気
磁
気
学

四

電�

気�
物�
性

二

交�

流�

理�
論

四

過
度
現
象
論

二

電�

気�

計�

測

四

�
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自�

動�

制�

御

二

発�

電�

工�

学

四

送
配
電
工
学

四

高
電
圧
工
学

二

電
気
法
規
及
び�

施

設

管

理

二

電
気
機
械
Ⅰ

四

仝
　

右
　

Ⅱ

四

図
　
　
　

学

二

製
　
　
　

図

二

電�

子�

工�

学

四

通�

信�

工�

学

四

真
空
管
回
路

四

電
気
工
学
実
験
Ⅰ

四

仝
　

右
　

Ⅱ

四

仝
　

右
　

Ⅲ

一

機
械
工
学
実�

験

二

論
　
　
　

文

六

（
工
作
実
習
を
含
む
）



国士舘史研究年報 2017　楓厡

110

電�

気�

材�

料

四

機�

械�

工�

学

四

電�

気�

化�

学

二

原
　

動
　

機

四

照�

明�

工�

学

二

電�

熱�

工�

学

二

電�

気�

鉄�

道

二

電
動
機
応
用

二

電�

力�

応�

用

二

伝�

送�

回�

路

二

電
波
伝
播
及
び�

ア

ン

テ

ナ

二

有
線
通
信
機
器

二

無
線
通
信
機
器

二

学
部
学

科
等
の

名

称

授
業
科
目
の
種
類

職
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

教
　
　
授

助
教
授

講
　
　
師

計

助
手

専
任
兼
任
専
任
兼
任
専
任
兼
任
専
任
兼
任
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人
文
科
学
系

（ 5）

（ 5）

（ 3）

（  ）

（  ）

（ 2）

（ 8）

（ 7）

（  ）

教
員
組

織
の
概

要

一
般
教

育
科
目

社
会
科
学
系

（12）

（  ）

（  ）

（  ）

（1）

（2）

（13）

（ 2）

（  ）

自
然
科
学
系

（ 4）

（  ）

（  ）

（  ）

（10）

（2）

（14）

（ 2）

（  ）

外
国
語
科
目

（ 6）

（  ）

（ 2）

（  ）

（3）

（1）

（11）

（ 1）

（  ）

保
健
体
育
科
目

（ 3）

（  ）

（  ）

（  ）

（  ）

（  ）

（ 3）

（  ）

（  ）

計

（30）

（ 5）

（ 5）

（  ）

（14）

（ 7）

（ 8）

（ 7）

（  ）

専
門
教
育
科
目

16
（ 6）

（  ）
 3
（  ）

（  ）
14

（11）
28

（  ）

（  ）

（  ）
 2
（ 8）

事
　
　
　
項

記
　
　
　
　
　
　
入
　
　
　
　
　
　
欄

備
　
考

校
　
　
　
　

地

完
　
　
成
　
　
時

増
設
に
伴
う
部
分

専
用�

二三、六四〇　
　 

坪
三五

専
用�

三、〇四九　
　
坪
　

共
用�

七、九二三　
　 

坪
　

共
用�

一、〇〇〇　
　
坪
　

　
計�

三一、五六三　
　 

坪
三五

　
計�

四、〇四九　
　
坪
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校�
舎�

等�

建�

物

完
　
　
成
　
　
時

増
設
に
伴
う
部
分

専
用�

五七七一坪
〇八（
二、四二五坪
二〇）
専
用�

二、四二五坪
二〇（
一、三四〇坪
二〇）

共
用�

一九二九坪
一五（  

六六九坪
六二）
共
用�

六六九坪
六二（  

三五四坪
六二）

　
計�

七七〇〇坪
二三（
三、〇九四坪
八二）
　
計�

三、〇九四坪
八二（
一、六九四坪
八二）

設
備

区
　
　
分

専
　
　
　
　
用

共
　
　
　
　
用

計

完
　
成
　
時

増
設
に
伴
う

部
　
　
　
分

完
　
成
　
時

増
設
に
伴
う

部
　
　
　
分

完
　
成
　
時

増
設
に
伴
う

部
　
　
　
分

図
　
　
書

�
五七、一一五冊

（�

九、四七三冊
）�

九、四七三冊

（�

五、一二三冊
）�

一八、五七一冊

（�

一、三五三冊
）�

一、三五三冊

（�

五七七冊
）�

七五、四一六冊

（�

一〇、八二六冊
）�

一〇、八二六冊

（�

五、七〇〇冊
）

学
術
雑
誌

�

四一八種

（�

種
）�

一八〇種

（�

六〇種
）�

七〇種

（�

種
）�

種

（�

種
）�

四八八種

（�

種
）�

一八〇種

（�

六〇種
）

機
械
器
具

�

点

（�

点
）�
点

（�
点
）�

点

（�

点
）�

点

（�

点
）�

点

（�

点
）�

点

（�

点
）

標
　
　
本

�

一一九点

（�

点
）�

五五点

（�

二〇点
）�

七五五点

（�

点
）�

六四点

（�

点
）�

八七四点

（�

点
）�

一一九点

（�

二〇点
）

附
属
施
設
の
概
要

一
、
附
属
図
書
館

二
、
体
育
館

三
、
水
泳
プ
ー
ル
（
五
〇
米
九
コ
ー
ス
）

四
、
柔
道
場

五
、
剣
道
場

六
、
野
球
場

七
、
講
　
堂

�
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維
持
経
営
の
方
法

概
要

　
本
大
学
の
授
業
料
・
入
学
金
・
入
学
検
定
料
・
諸
証
明
手
数
料
・
体
育
館
・
プ
ー
ル
・
運

動
場
使
用
料
等
の
外
、
併
設
学
校
（
短
期
大
学
・
高
等
学
校
・
中
学
校
等
）
の
諸
収
入
金

と
、
資
産
よ
り
生
ず
る
果
実
及
び
維
持
員
会
の
寄
附
金
等
を
以
っ
て
維
持
経
営
す
る
。

開�

設�
の�
時�

期

昭
和
三
十
八
年
四
月
一
日

開
　
設
　
年
　
次

第
　
一
　
年
　
次

現
に
設
置
し
て
い

る
学
校
の
概
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
治
学
科

一
、
国
士
舘
大
学
政
経
学
部
　
経
済
学
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
営
学
科

二
、
国
士
舘
大
学
体
育
学
部
　
体
育
学
科

三
、
国
士
舘
短
期
大
学
　
国
文
科

　
　
同
　
　
　
　
　
　
　
経
済
課（

科
）（

第
二
部
）

四
、
国
士
舘
高
等
学
校
　
普
通
科

　
　
同
　
　
　
　
　
　
　
商
業
科
（
定
時
制
）

五
、
国
士
舘
中
学
校

〔
略
　
二
、
学
則
～
十
一
、
学
校
法
人
が
現
に
設
置
し
て
い
る
学
校
の
現
況
に
つ
い
て
〕

「（
内
表
紙
）

十
二
、
将
来
の
計
画
を
記
載
し
た
書
類
」

将
来
の
計
画

�
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一
、
学
部
お
よ
び
学
科
組
織
に
関
す
る
こ
と

⑴
　
国
士
館
創
立
講（
後
）四

十
五
周
年
の
本
年
（
昭
和
三
十
七
年
）
よ
り
、
五
十
五
周
年
の
昭
和
四
十
七
年
に
至
る
十
年
計
画
記

念
事
業
の
一
端
と
し
て
茲
に
工
学
部
を
新
設
逐
次
学
科
増
設
し
た
い
。

イ
　
学
問
、
技
術
と
敬
神
愛
国
、
愛
業
心
と
鉄
骨
の
身
体
を
涵
養
し
た
大
学
、
高
校
、
中
学
の
工
業
教
員
養
成
。

ロ
　
仝
じ
く
中
堅
的
、
模
範
的
産
業
人
養
成
。

ハ
　
昭
和
三
十
八
年
度
開
講
予
定
学
科
（
機
械
工
学
科
、
電
気
工
学
科
）

⑵
　
将
来
施
設
の
充
実
と
共
に
政
経
学
部
第
二
部
を
増
設
し
、
勤
労
学
徒
に
対
し
教
育
の
充
実
徹
底
を
期
し
て
い
る
。

⑶
　
将
来
、
法
学
部
（
政
治
学
科
、
法
律
学
科
等
）
増
設
し
、
占
領
法
制
改
廃
の
法
的
研
究
、
再
興
日
本
の
教
員
養
成
を
図

り
た
い
。

⑷
　
将
来
、
文
理
学
部
、
教
育
学
部
を
増
設
し
、
現
在
の
短
期
大
学
国
文
科
を
昇
格
し
て
国
語
国
文
科
と
し
、
こ
れ
に
歴

史
、
地
理
学
科
等
を
併
置
し
、
修
身
、
歴
史
、
地
理
、
国
語
等
の
見
識
信
念
あ
る
教
師
養
成
、
更
に
理
数
関
係
学
科
を
加

え
て
斯
界
教
員
の
育
成
を
図
り
た
い
。

⑸
　
尚
、
農
学
部
、
科
学
的
農
業
の
研
究
、
斯
道
の
教
員
養
成

⑹
　
薬
学
部
、
未
知
の
新
薬
の
科
学
的
研
究
、
教
員
養
成
　
等
々

⑺
　
更
に
将
来
、
大
学
院
を
各
学
部
に
開
設
し
、
思
想
堅
固
な
青
年
研
究
者
を
養
成
し
、
信
念
あ
る
大
学
教
授
を
世
に
送
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り
、
学
界
に
貢
献
せ
ん
こ
と
を
期
し
て
い
る
。

二
、
学
科
目
、
教
員
等
に
関
す
る
こ
と

既
設
の
政
経
学
部
、
体
育
学
部
共
に
現
在
の
学
科
目
は
必
要
に
応
じ
適
宜
拡
充
し
、
こ
れ
に
要
す
る
教
員
も
逐
次
、
補
充

増
員
し
て
教
育
の
万
全
を
図
り
た
い
。

三
、
校
地
、
校
舎
等
に
関
す
る
こ
と

校
地
に
つ
い
て
は
将
来
隣
接
地
を
買
収
し
、
建
物
、
敷
地
、
運
動
場
の
拡
張
を
図
る
予
定
で
あ
る
。
更
に
郊
外
清
浄
の

地
、
天
与
の
地
を
数
十
万
坪
購
入
予
定
し
て
い
る
。

四
、
図
書
、
機
械
器
具
、
標
本
等
に
関
す
る
こ
と

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
毎
年
予
算
を
計
上
し
随
時
、
補
充
と
整
備
に
努
め
、
更
に
教
育
の
完
遂
を
期
し
、
教
材
、
実
験
、
諸

施
設
の
充
実
を
期
し
て
い
る
　
等
々
。

＊
　
国
士
舘
大
学
工
学
部
　
一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）
年
四
月
、
国
士
舘
大
学
初
め
て
の
理
系
学
部
と
し
て
工
学
部
機
械
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工
学
科
・
電
気
工
学
科
（
入
学
定
員
各
四
〇
人
）
が
設
置
さ
れ
た
。
前
年
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
た
、
文
理
を
兼
ね
備

え
た
一
八
教
育
機
関
か
ら
な
る
総
合
大
学
構
想
の
一
環
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
本
資
料
の
「
将
来
の
計

画
」
か
ら
も
総
合
大
学
化
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
工
学
部
に
は
、
一
九
六
四
年
四
月
、
土
木
工
学
科
・
建
築
学
科
（
入
学
定
員
各
四
〇
人
）
が
増
設
さ
れ
た
。


